学会抄録 by 中島,博徳 et al.
第 4号	 千葉医学会雑綿  -501-
材料を鱒:伸し，それに'l'PT液，燐酸総樹液，コハ し，腎機能不全に於いては，腎央質の正燐は血媛正 
!I敵ソーダを加え，針。C60分にして生じた form- 鱗!との急速なる p32交換平衡に達し得ず，従って綜
azanをアセト yで・抽出して光管比色計〈干渉フィ 訟休穂波が腎実質を通過する際，腎実質に p3l.lが失
われ， 尿 sp.ac.が血媛 sp.ac.より低下すると考ルター470m(J-)で測定する。対照にはヨハグ酸の代
りに生理的食塩Jkを用いた。この実験の結果， 。えられた。 
formazanのアセトンによる倍数稀釈と吸光度との
聞には原点を通る直線グラフが得られた。のこの
際索の蛮適 pHは 7.6附近である。め酵素活性皮
>>氷室rl=1でも 4時・間以後は漸減する。 4)被検材料
の腕仰には小乳鉢による方法が最もよい結架を示し
た。 5)正常白鼠臓繰では，心t 碍，肝に高く，患I
丸，卵巣これに次ぎ，子宮，大網膜などは低L、e 
6)人紙毛(17:例〉は正常留筋閣，卵管のそれより
も明らかに高く，子宮描i(19例〉では更にi高い値を
示した。また吉田肉胞により j題爆を形成した白鼠大
網膜は正常のそれの数倍に越した。 
34. 	 p32を応用せる腎機能検査法
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p32を生体に静注すると，一定時間後に於ける尿
現!(機燐 p32specific activity (以下旬.ac.とI序ぶ〉
即ち p32/p31は血竣無機燐のそれより高官官を示すと
云う司f摂より， Stromは斑に腎炎，.!J!酪児，一部
の糖尿病に於いて，これが迫にf民館を示すことを認 
めた。苦々は正常兇，乳児，急性腎炎，その仙の際
疾迎に本検査を施行し， p32静除後15--24分附州の
機修曲線を聞くと，正常児，ネグローゼ， 1鮒生{句健1
35. 	 p32に依毎食遁癌診断及び食道カウシ夕日
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消化管:脳陣の根治は現段階に於いては早期手術に
よってのみ期し得.られるのであるが，その早期発見
は食道癌特に下部食道i噴門痛に於レては難かしいの
である。この間.搬を打開すベ〈教癒に於いては幾多
の研究を議ねてきたが主主に巾 1教授御考擦になる食
道カウ νターを作製部剤し， p3l.lに依る食道筋診断
に興 1未ある結果を得た。食道カウ yターの特徴は I
型は20平方ミリの窓から小純閤の病~を測定するも
のであり， n~船主，鼻腔ゾ yデ大の梁軟なもので，
忠者の苦痛とはならないよう工夫してある。
基礎~13句研究に於いては，カウ Y ト数， ラチ'オ，オ
{トグラフ，燐分腐測定に依り嫡古1~1立が非嫡部般に
比し t p:l2の多いことを奨祝した。臨床的には胸部
jニ中部食道締11例，下部食道関門:脳 8例に就し、て測
結を行い.企例明らかなH!述を認め診斯し符.た。又
食道神経症， Il}.\\門症~及ひ'圧迫性食道狭窄等は容易
に鍬別し得た。
病等では正常iH出曲 
児では逆転1i仮民が3
守内 弘、t箆主)〔質間腎肖炎，乳1|総を閥くのに対対.して，急性 U 毅〈批射射.線 FiD
i1'1tl主剥及克!に急、:当生在制巨凹性1j肖炎が{快史復するに 
従つて工正E't;tJ}常 
i端揺とは玉平ド衡し機3格旨検ヨ査笠r伏として有用と考えられた。(事接~J 大 機 津
木検費の機序に関しては，家兎，白鼠に突験的腎炎 始動プラト{は 950Voltage sJl.衡プタトー は約
を起さしめ，勝移行国.，ラヂオオ戸トグラプを検資 150 Volt.でi直線をなしている o 
認恐められ， tu玲吋beの ope町raingvoltageと plateauについ批.t 
